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多言語PRツール共通コンセプトについて

「生きる力を育む」

〜おきなわで学び・感じ・未来を創造する〜

共通コンセプト
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●沖縄教育旅行が海外各市場に提供する価値（ベネフィット）を下記のように定める。
●多言語PRツール作成においては、下記を共通コンセプトとし、沖縄教育旅行が提供出来る価値（情報）を海外の各市場に合わせた形で整理
・最適化を行い、発信する事によりターゲットの沖縄教育旅行に対するポジティブな態度変容を創造する。



【繁体字】（台湾・香港市場）①
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1.台湾は訪日教育旅行市場において最大のマーケットであり、台湾から海外への教育旅行の目的地の約９割は日本である。
2.香港は沖縄の認知度の高さやアクセスの良さ等沖縄教育旅行に対してポジティブな要素が多く、私立校を中心に有望な市場である。
3.台湾・香港共に同種の学校との交流（種別・学力・特徴等の共通性）の需要が非常に高い。
4.台湾・香港共に沖縄に対してリゾート地としての認知度は高いものの、教育旅行地としての認知度は低い。

●市場概況

※H27年 JNTO「訪日教育旅行概況 現状と課題」より抜粋

海外教育旅行実施概要

形態・実施主体 ・小中高学校主催
・担当教員・校長の裁量により決定

団体規模 10名〜40名程度

標準的な日数 5〜7日間

実施時期 3〜4月、6月、7〜8月

標準的な費用 8,000〜12,000HKD≒11万～17万円（1HKD=14円）

競合国/市場 韓国、台湾

訪問先決定要因 学生間交流、教育旅行民泊、農村体験、工場見学

【香港】

【台湾】
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【繁体字】（台湾・香港市場）②
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プロモーション方針
学校関係者へ教育旅行目的地としての沖縄の魅力を訴求し、具体的な問い合わせおよび予約の獲得

を目指す。

セグメント 台湾・香港で日本への教育旅行を検討している層

ターゲット

・ 台湾で開催される訪日教育旅行セミナー等に参加する、教育旅行実施に関する情報収集行う

台湾の学校関係者（コア・ターゲット）

・ 台湾の職業高校（サブ・ターゲット）

・ 香港私立校（サブ・ターゲット）

ポジショニング
・日本本土の他府県との差別化を意識する

・キーコンテンツ：学生間交流・教育旅行民泊・農村体験・文化体験・平和・産業（海洋系・工場）

●OCVB想定STP

1.台湾は訪日教育旅行市場において最大のマーケットであり、台湾から海外への教育旅行の目的地の約９割は日本である。
2.沖縄の認知度の高さやアクセスの良さ等沖縄教育旅行に対してポジティブな要素が多い香港市場は、私立校を中心に有望な市場である。
3.台湾・香港共に同種の学校との交流（種別・学力・特徴等の共通性）の需要が非常に高い。
4.台湾・香港共に沖縄に対してリゾート地としての認知は度は高いものの、教育旅行地としての認知度は低い。
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【韓国語】（韓国市場）
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1.H25年時点では訪日教育旅行実施国の中で２番目の規模であったが、H26年の船舶事故以来教育旅行に関する規制が強化された。
2.最近の傾向として特定時期に全体が旅行に行くのではなく、クラス別及び小規模単位で分けていく形態が多い。
3.姉妹校同士の交流が盛ん。それ以外では、ボーイスカウト等の青少年団体が実施する学校主催以外の教育旅行の目的地として日本が選ばれる。

●市場概況

●OCVB想定STP

プロモーション方針 韓国現地のAGTへ周知し沖縄教育旅行の認知度を拡大させ、AGTから教育旅行関係者への提案材料とする。

セグメント 韓国で日本への教育旅行を検討している層

ターゲット
・ボーイスカウト等の青少年団体（コア・ターゲット）

・ 韓国の日本への教育旅行を検討している学校関係者（サブ・ターゲット）

ポジショニング
・青少年団体等の求めるコンテンツを反映し、ニッチな市場での差別化集中戦略を展開する。

・キーコンテンツ：学生間交流・自然体験・文化体験・韓国とゆかりのある体験・平和・産業（海洋系）
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※H27年 JNTO「訪日教育旅行概況 現状と課題」より抜粋



【英語】（東南アジア・アメリカ・オーストラリア市場）①
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1.近年訪沖数が増加している東南アジア市場、また訪日教育旅行市場において３位、４位のシェアを占めるアメリカ、オーストラリアを対象に展開。
2.シンガポールにおいては将来的に沖縄での教育旅行の実施が検討されている。
3.アメリカ・オーストラリアにおいては、主に日本語学習の一環として訪日教育旅行が実施される。
4.東南アジア・欧米豪の各市場においても学校間交流が求められている。

●市場概況

※H27年 訪日教育旅行受入促進検討会報告書より抜粋

【シンガポール】

【アメリカ】
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【英語】（東南アジア・欧米豪市場）②
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●市場概況

●OCVB想定STP

プロモーション方針 将来的な需要を創出する為、沖縄教育旅行の魅力をPRツールにより広く周知する。

セグメント 東南アジア・欧米豪で日本への教育旅行を検討している層

ターゲット

・ シンガポールの訪日教育旅行を検討している学校関係者（コア・ターゲット）

・ アメリカ・オーストラリアの日本語学習クラスを持つ学校や日本語学校の訪日教育旅行を検討している

学校関係者（サブ・ターゲット）

ポジショニング
・日本本土の他府県との差別化を意識する

・キーコンテンツ：学生間交流・教育旅行民泊・科学技術・歴史・体験・平和

【オーストラリア】
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※H27年 JNTO「訪日教育旅行概況 現状と課題」より抜粋



【簡体字】（中国市場）
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1.中学・高校の学校主催の教育旅行実施に関しては行政が大きな権限を持ち、震災以降訪日教育旅行実施の認可が下りにくい状況となっている。
2.大学の日本語学科や日本語学校は訪日教育旅行実施の意向があり、ターゲットとしては最も有望である。

●市場概況

●OCVB想定STP

プロモーション方針 訪日教育旅行実施意向のある大学の日本語学科及び日本語学校へ、沖縄教育旅行の実施を提案する。

セグメント 中国の大学の日本語学科及び日本語学校で日本への教育旅行を検討している層

ターゲット 中国の大学の日本語学科及び日本語学校で日本への教育旅行を検討している学校関係者

ポジショニング
・日本に興味のある層に対して沖縄の独自性を訴求する、差別化集中戦略を展開する。

・キーコンテンツ：学生間交流・自然体験・文化体験・産業（工場等）
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※H27年 JNTO「訪日教育旅行概況 現状と課題」より抜粋


